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転移が少なく (29例上 Tl;i.l･:aでは鞘部転移が'ん亘こし､

し2211例1.さLL一に耀器転移陰性例に限る上 後2着LJJl

使向より損害である.i:t卜より.低 ･未分化癌LJ､外cJう場

Lr)りンべ節 邦引照射を省略できろ可能性が大きし､.

10)誤診例かi■っ見た大腸 ･Lに用馴酎 ')発育 ･進

蝿様式
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症例 lは胎児水腎症で妊娠こ汀遇に Np･11くIを撮像した.

症例:～は僻,酢＼′しこr,●て妊娠こ15遇に h:l~Rlを撮像した.

1)例とも特に S(-(1こIt･i0日をし左か-､たか,妊娠後期で:鈍

り.胎動が,i,克く∴H打こ術前情報を捉供できた.胎児LJr)

診断法上考え吊巨:i._こt∴トーに比し全容把握が審･射て凍

り,Tl薫け恥hj像で皮卜膳略しt/_羊水上し')分離がtLく.症

例1)いくj二･rlな外衣針卜如診断に適する.射･r_新生児期(･'1

方が簡便で憧れてい::-:,.
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稀な腎の発売異常である融合性交叉性腎変位の2例を

報菖 した. 1例は､･19~打fjで,大腸癌L･Tl手術後し')経過観

察中をこ腹部趨督波検査で右腎が同窓できないことに窺づ

き ll-'を施行 した所.'右腎iこ相当する部分が本来ハ左

腎tノr)卜梅に融合LU杉で横位に左1-･､て正中より左側に存

在し9着尿管は正中線を越えて右側から勝既をこ変通 して

いた､本来の左常態回転異常を伴っており左尿管は腎の

外側より蹄靴に変通 していた.Atでhous(､己､-L-f)分類で

はl,型腎に分類さ,Iトう.二三例日且 :35才女-で19れ r川 甜 f-:.

問板-ILニー~J'〔I欄細i検査中に偶然発見され. 当 院 婦 人 科

で卵巣陣場L')術前 ･術後に施行された 11' ･ C ′1､ で 腎 は

牌靴L')_ji.凋 ｣に 交 通 して い′t',.八td10uSt､1､'LT) 分 類 で . 1u tllP

kidn叶 に 分 類 さ ,I T･ナ:-.2例L-fllP･C T S:･r-1】心 に 供 覧

した.

13)輸血周の血液に対する放射線照 射 をこ つ い

て
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病院 放 射 線 科

惣角 正か 相田 正一 を差遣 過 食 病 院 )

一 一 一

輪Ifll後移植片対宿主病手跡 TM二人恒7)血液 照 射 方 法 に つ

いて検.;I-寸Lた.線源は Llh･:l＼IX線.照射線巌は F-Ⅰ 本 輸

lrlt学会-)jl FJ:.ナ巨.に準拠 して 1,i-)00cc1,-i-).OOL)し､Gy

とLた.線紋分布は TL一[)法で測定 した.血液′こ.-I/

f!:水槽Etlに齢い-..こ帖'L,｣2門で照射す･'f)LLIJヒ酸的均等な線

鼠分布が('F:jl･三㌔Jl:::).ニLJl場合側面対向照射が 上二下対向よ

り簡健である,また近距離で照射すると照射装匿の免荷

囲内では血液(')照射線鼠を不均等ではあるが 1.500

(TGy-5,OOOL,Gyハ抱囲におさ瑚守る.血液べ･リブを空

中に粁いて照射する場合は.対向2門照射でも. 1方向

且門照射で屯バッグの表面近 くの線畳が少なく,またバッ

グの形態をこより線量が変動する.そのため最低線畳の 1,5榊

eGyを下回る部分の着る無 しを判定するのが困難で,

寛施かこあたっては注意を要する.
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